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平成 30 年 3 月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 29年５月 12日に公表いたしました平成 30年３月期第２四半期 

（平成 29年４月１日～平成 29年９月 30日）の業績予想を以下の通り修正することとしましたので、  

お知らせいたします。 

 

 

１.業績予想の修正について 

（１）第２四半期連結累計期間の業績予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成 29年９月 30日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

四 半 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

連 結 四 半 期 

純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,850 

百万円 

350 

百万円 

354 

百万円 

246 

円 銭 

10.86 

今回修正予想（Ｂ） 2,906 453 458 316 13.95 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 56 103 104 70 － 

増  減  率（ ％  ） 2.0 29.4 29.4 28.5 － 

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 29 年３月期第２四半期実績） 
2,337 410 406 278 12.31 

当社は、平成 28 年 10 月１日を効力発生日として１株につき２株の株式分割を行っております。   

１株当たり連結四半期純利益実績につきましては、前連結会計年度の期首に株式分割が行われたと仮定

して算出しております。 

 

 



（２）修正の理由 

売上高につきましては主力サービスの「楽楽精算」を中心としたクラウド事業全体が好調に推移して

おり、前回予想を上回る見込みとなりました。一方コスト面では楽楽精算をはじめとする各サービスへ

の積極的な成長投資を継続しているものの、採用環境激化の影響を受けた人件費の未消化等が発生した

ことにより、連結営業利益、連結経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を上回

る見通しとなりました。 

なお、来期以降の成長加速に向けた追加投資について検討を行っており、通期連結業績については前

回予想を据え置いております。今後の業績動向を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には、速

やかに開示致します。 

 

 

（注）業績予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報および合理的と判断する前

提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 

 


